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 「
第
６
次
蘭
越
町
総
合
計
画
」
は
、

基
本
構
想
・
実
行
計
画
の
２
層
構
造

で
す
。

①
基
本
構
想

　

基
本
構
想
と
は
、
町
の
目
指

す
べ
き
将
来
像
と
そ
の
実
現
の

た
め
の
基
本
方
針
や
施
策
の
要

点
を
示
す
も
の
で
す
。

②
実
行
計
画

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
そ
の

実
現
を
図
る
た
め
に
必
要
な
重

点
事
業
と
基
本
事
業
の
２
種
類

に
分
類
し
、
そ
れ
ら
の
個
別
事

業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
と
は
、
町
の
最
上
位
の

計
画
と
し
て
、
将
来
に
お
け
る
町
の

あ
る
べ
き
姿
及
び
進
む
べ
き
方
向
、

並
び
に
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
指
針

と
し
て
作
成
さ
れ
る
、
大
変
重
要
な

計
画
で
す
。

　

第
６
次
蘭
越
町
総
合
計
画
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
区
切
り

と
し
て
、
町
が
行
う
政
策
を
明
確
化

し
、
ど
の
よ
う
な
町
を
目
指
す
か
、

そ
の
目
標
を
多
く
の
町
民
の
意
見
を

聞
き
取
り
、
共
に
作
成
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
住
民
意
見
交
換
会
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
催
し
、
現
在
、
計

画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
と
一
般
町
民
を
対
象

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　　

第
６
次
蘭
越
町
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
町
で
は
、
多
く
の

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

平
成
31
年
２
月
か
ら
約
１
カ
月
間
、

無
作
為
に
よ
る
18
歳
以
上
の
町
民

１
０
０
０
名
を
対
象
に
ま
ち
づ
く
り

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か

に
、
ま
ち
の
産
業
や
福
祉
の
担
い
手

な
ど
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
や
要

望
な
ど
を
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
に

中
学
生
・
高
校
生
や
事
業
者
・
団
体
、

町
内
会
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
蘭
越
町
の
現

状
や
課
題
に
対
す
る
率
直
な
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
施
策
検
討
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
０
０
０
名
中
、
回
答
者
は
、

５
４
８
名
で
し
た
。
な
お
、
男
女
比

は
、左
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
年
齢
構
成
で
最
も
多
い
世

代
は
、
65
〜
74
歳
で
、
約
３
割
と
な

り
ま
し
た
。

　

職
業
別
の
割
合
は
、
左
の
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

　

蘭
越
の
住
み
ご
こ
ち
に
つ
い
て
の

回
答
で
は
、
約
55
％
の
方
が
住
み
よ

い
と
の
回
答
で
し
た
。

男性
43.8％女性

53.8％

無回答
2.4％

無回答　２％

75 歳以上　
　　10.4％

65~74 歳　
　30.3％

60~64 歳　
　12.6％

50~59 歳　
　15.5％

40~49 歳　
　14.4％

30~39 歳　
　10％

18~29 歳　4.8％

農林業
13.9％

製造業・建設業
6.9％ 観光業 1.8％

運輸業・通信業
0.9％

商業・サービス業
　　12.2％

教育・福祉・医療関係
　8％

公務、
団体等
11.3％

家事専業
12.4％

学生 0.6％

無職（退職
された方含む）　
21.4％

その他　
　7.5％

無回答　3.1％

住みよい
19.3％

どちらかと
いえば
住みよい
35.8％

どちらとも
いえない
　27.7％

どちらかといえば　
住みにくい
　　　　11.3％

住みにくい 4.4％ 無回答 1.5％

19.3％
　+　
35.8％

　 ＝

55.1％

①

基本構想

②

実 行 計 画

①

基本構想

②

実 行 計 画
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住
民
意
見
交
換
会
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
の
メ
ン
バ
ー
は
、
平
成

31
年
２
月
に
一
般
公
募
を
行
い
、
24

名
の
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
カ
月
の

間
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
開
催

し
、
町
民
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
率
直
な
意
見
を
出
し
合
い
、
行

政
と
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
合

い
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、

議
論
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、
最
初
に
「
蘭
越
町

の
課
題
」、「
蘭
越
町
の
い
い
と
こ
ろ
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
者
か
ら
意
見
を
出

し
合
い
、
出
た
意
見
を
分
野
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
、
前
回
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、「
ま
ち
・
町
民
が
す
べ
き

こ
と
」
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
第
３
回
目
は
、「
蘭
越
町

の
将
来
像
・
方
向
性
・
力
を
入
れ
る

べ
き
こ
と
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
意

見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

後
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議
論

し
取
り
ま
と
め
た
内
容
を
金
町
長
へ

事
務
局
か
ら
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
ま
と
め
た

内
容
を
活
か
し
、
第
６
次
蘭
越
町
総

合
計
画
の
具
体
的
な
施
策
と
な
る
よ

う
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

蘭
越
に
住
み
続
け
た
い
か
の
問
い

に
は
、
約
73
％
の
方
が
今
後
も
蘭
越

に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
回
答
で
し

た
。

　

　

上
記
の
う
ち
、
転
出
先
の
希
望
で

複
数
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
道

外
は
、
東
京
が
２
件
、
道
内
で
札
幌

市
が
42
件
、
伊
達
市
が
10
件
、
倶
知

安
町
が
７
件
、ニ
セ
コ
町
が
６
件
で
、

札
幌
市
を
選
ぶ
割
合
が
特
に
多
い
状

況
で
し
た
。

　

蘭
越
の
魅
力
に
つ
い
て
の
問
い
で

は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

が
約
72
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
災

害
が
少
な
く
比
較
的
安
全
な
土
地
と

感
じ
る
方
が
約
59
％
と
い
う
回
答
が

上
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
と
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
の

問
い
に
は
、
63
％
の
方
が
町
民
と
行

政
が
適
切
な
役
割
分
担
を
協
議
し
、

進
め
て
い
く
べ
き
と
の
回
答
で
し

た
。

　

ま
た
、
中
学
生
・
高
校
生
や
事
業

者
・
団
体
、
町
内
会
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
住
民
意
見
交
換

会
で
の
内
容
を
踏
ま
え
、
町
民
が
ど

の
よ
う
な
ま
ち
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
具
体
的
な
政
策
を
総
合
計
画
審

議
会
で
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

～蘭越の魅力について～

今の場所に
住み続けたい
68.4％

町内の別の場所
に移りたい
5.1％

道内の他市　
町村に移りたい
16.8％

道外の都府県　
に移りたい2.6％

転勤で移ると思う3.3％
無回答3.8％豊かな自然に恵まれている　　　　　　　　　　　　72.6％

災害が少なく比較的安全な土地　　　　　　　　　　59.5％

羊蹄山を望む絶好の景観　　　　　　　　　　　　　54.2％

温泉が多数あり、滞在観光に適している　　　　　　46.9％

おいしい食に恵まれている　　　　　　　　　　　　42.3％

犯罪や交通事故が少なく安心して暮らせる　　　　　40.0％

スキーや釣りなどアウトドアレジャーが楽しめる　　25.4％

地域住民の結びつきが強く、温かい人間関係がある　20.6％

福祉が充実。いざというとき安心である　　　　　　15.5％

まちとしての魅力はない　　　　　　　　　　　　　14.2％

地域に根ざした産業がある　　　　　　　　　　　　12.0％

町民と行政が適切な役
割分担を協議し、進め
ていくべき　63％

まちづくりは町民がすべ
きもので、行政は必要に
応じて支援すべき　6.9％

まちづくりは行
政がすべきもの
で、町民は必要
に応じて支援す
べき　9.7％

町 民 は 税 を
払っているの
だから、まち
づくりは行政
のみで進める
べき　1.5％

わからない
　　11.5％

その他　1.2％ 無回答
　6.2％


